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　【発
行
責
任
者
】

　

　
　

  

　
議

　
　
長

　
安

　
田

　

     

弘

　

※

第
３
号
発
行
予
定
は 

　月 

　日

　頃
で
す
。

　議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

　想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

    弘前地区環境整備
                      事務組合議会
　　　  　（議員　成田　肇）

　弘前地区消防
                      事務組合議会
　　　 （議会運営委員　今　浩一）

津軽広域連合議会
（議会運営委員　長内　良蔵）

　議
会
だ
よ
り
の
編
集
校
正
を
繰

り
返
す
中
で
、
今
日
も
一
日
、
楽

し
く
無
事
に
過
ご
せ
た
事
に
感
謝

の
気
持
ち
が
湧
い
て
来
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　人
生
経
験
を
重
ね
る
に
つ
れ
、

昨
今
、
反
省
す
る
事
も
多
く
な
り

心
の
角
が
と
れ
、
丸
み
が
付
い
て

来
た
の
か
と
苦
笑
い
す
る
体
育
会

系
の
私
。

　硬
く
真
面
目
な
中
に
も
、
ユ
ー

モ
ア
を
と
り
入
れ
た
表
現
で
、
で

き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
町
民
に

お
届
け
で
き
る
事
は
至
福
の
極
み

と
感
じ
ま
す
。

　この組合は、弘前市・平川市・大鰐
町・藤崎町・板柳町・西目屋村の６市
町村で組織し、共同
処理する事務は、し
尿処理施設、ごみ処
理施設の設置及び管
理の事務です。

　この広域連合は、弘前市・黒石市・
平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田
舎館村・西目屋村の
８市町村で組織し、
介護認定及び障害支
援区分判定審査・各
ソフト事業など様々
な事務事業を行いま
す。

　この組合は、弘前市・黒石市・平川
市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館
村・西目屋村の８市
町村で組織し、共同
処理する事務は、消
防に関する事務など
(消防団に関する事
務を除く。)です。
　

     西北五広域福祉
                       事務組合議会
　　　 　（副議長　三戸　玲子）

委員長　葛西清人

　、

　以上、広域議会の議員として、他市町村議員と共に議会活動を行っています。

板柳町議会    検 索

　この組合は、五所川原市・つがる市
・深浦町・鰺ヶ沢町・中泊町・鶴田町
・板柳町の７市町で
組織し、共同処理す
る事務は、障害児入
所施設の設置及び管
理運営に関する事務
などです。
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水
害
の
復
旧
状
況

　
　
　

             

昨
年
９
月
の
台
風

　号
接
近
に

　
　
　よ
る
大
雨
被
害
の
復
旧
は
、
ど

の
位
進
ん
だ
の
か
。
ま
た
、
洪
水
関
係

の
事
業
を
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

 

　
　
　（舘
岡
町
長
）
被
災
園
地
の
落

　
　
　下
リ
ン
ゴ
及
び
流
入
ゴ
ミ
の
収

集
、
運
搬
、
処
理
、
倒
木
の
片
付
け
作

業
は

　月
末
で
完
了
し
た
。
ま
た
、
雪

解
け
後
に
確
認
さ
れ
た
リ
ン
ゴ
園
地
や

農
道
へ
の
流
入
土
砂
は
排
出
し
、
整
備

は
完
了
し
た
。
岩
木
川
に
つ
い
て
は
小

堤
防
の
整
備
を
国
に
強
く
要
望
し
て
お

り
、
十
川
に
つ
い
て
は
県
に
よ
り
堤
防

補
修
や
、
か
さ
上
げ
工
事
が
完
了
し
、

脱
木
伐
採
や
河
道
掘
削
も
実
施
さ
れ

た
。
今
後
も
国
や
県
に
整
備
促
進
を
要

望
す
る
。

            

果
樹
共
済
へ
の
加
入
状
況
は
。

　
　
　

　
　
　町
長
が
職
員
に
向
け
て
板
柳
町

　
　
　に
住
ん
で
一
緒
に
働
こ
う
と
い

う
発
信
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）
今
後
も
職
員
に

　
　
　対
し
町
内
居
住
を
お
願
い
し

て
、
共
に
町
づ
く
り
を
し
た
い
。

 

空
き
家
な
ど
の
対
策

　
　
　

　
　
　今
年
４
月
庁
内
に
空
き
家
な
ど

　
　
　の
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
状
況
や
今
後
の
課
題
、
対
策
、
ま

た
空
き
家
対
策
関
係
の
条
例
化
の
必
要

性
は
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）
空
き
家
な
ど
の

　
　
　利
活
用
も
含
め
た
総
合
的
な
対

策
を
検
討
さ
せ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、

検
討
結
果
の
報
告
は
ま
だ
受
け
て
い
な

　
　
　

い
。
条
例
化
は
国
の
法
律
整
備
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
　
　空
き
家
に
な
る
一
番
の
原
因
は

　
　
　人
口
減
少
と
考
え
る
。
特
に
板

柳
町
で
は
若
い
女
性
の
転
出
が
多
い
と

感
じ
る
が
、
そ
の
数
は
。

　
　
　（櫻
庭
町
民
環
境
課
長
）
二
十
歳

　
　
　か
ら
三
四
歳
ま
で
の
女
性
人
口

は
、
平
成
６
年
３
月
末
で
は
一
四
八
八

人
、
平
成

　年
３
月
末
で
は
一
三
一
五

人
、
平
成

　年
３
月
末
で
は
九
三
八
人

で
あ
る
。

　
　
　板
柳
町
の
若
者
世
代
の
転
出
を

　
　
　抑
制
す
る
に
は
、
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た

空
き
家
対
策
に
は
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な

ど
を
講
じ
て
、
そ
し
て
嫁
不
足
、
パ
ー

ト
ナ
ー
探
し
に
は
、
町
部
局
の
中
に
専

門
部
局
を
設
け
専
門
員
を
配
置
す
る
な

ど
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
企
業
誘

致
も
今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
行
い
、

若
者
の
働
く
場
を
創
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）
企
業
誘
致
は
厳
し

　
　
　い
状
況
の
中
で
町
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
と
連
携
し
た
魅
力
あ
る
農
業

農
村
づ
く
り
で
、
今
ま
で
都
会
で
生
活

し
て
い
た
方
々
を
呼
び
込
む
。
そ
の
た

め
安
価
な
費
用
で
取
得
で
き
る
住
居
も

必
要
と
な
る
の
で
、
空
き
家
の
活
用
も

検
討
し
た
い
。
ま
た
婚
活
事
業
も
大
い

に
進
め
た
い
。

 

特
色
あ
る
公
園

　
　
　時
代
に
即
応
し
た
児
童
公
園
、

　
　
　高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い

公
園
、
防
災
機
能
を
果
た
せ
る
公
園
な

ど
、
今
ま
で
の
公
園
機
能
で
は
対
応
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
の
公
園
整
備
の
考
え
は
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）
町
が
管
理
す
る
公

　
　
　園
は
、
都
市
公
園
七
カ
所
、
都

市
緑
地
二
カ
所
、
農
村
公
園
三
カ
所
、

ア
ッ
プ
ル
プ
ラ
ザ
一
カ
所
で
あ
る
。
そ

　
　

長内 良蔵

三戸 玲子
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第 10回定例会一般質問

一  般  質  問

　
　
　

　
　
　下
リ
ン
ゴ
及
び
流
入
ゴ
ミ
の
収

　
　
　

　
　
　下
リ
ン
ゴ
及
び
流
入
ゴ
ミ
の
収

質問答弁

　
　
　将
来
の
板
柳
町
の
小
学
生
の
人

　
　
　数
と
青
森
県
内
の
小
中
一
貫
校

の
取
り
組
み
事
例
は
。

　
　
　（中
谷
教
育
長
）
平
成

　年
度
に

　
　
　は
約
五
七
九
名
と
見
込
ん
で
い

る
。
現
在
三
戸
学
園
の
名
称
で
呼
ん
で

い
る
三
戸
小
学
校
、
三
戸
中
学
校
が
そ

の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。

　
　
　小
学
校
統
合
後
の
利
用
は
図
書

　
　
　館
や
武
道
館
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）
町
の
状
況
や
町
民

　
　
　の
意
向
を
聞
い
て
議
会
と
協
議

し
た
い
。

 

町
職
員
の
町
内
居
住
率
向
上

　
　
　町
職
員
が
町
内
に
居
住
し
、
町

　
　
　内
会
活
動
等
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
自
治
体
職
務
に
つ
な
が
る
人
脈
形

成
を
な
す
効
果
が
得
ら
れ
る
と
思
う
が
、

新
採
用
者
を
含
め
た
町
職
員
全
体
の
町

内
居
住
者
を
増
や
す
考
え
は
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）
現
在
町
外
在
住
者

　
　
　は
三
八
名
で
、
そ
の
多
く
は
医

師
、
看
護
師
な
ど
の
医
療
職
職
員
で
あ

る
。
日
頃
よ
り
職
員
の
町
内
会
活
動
へ

の
参
加
は
奨
励
し
て
お
り
、
大
い
に
実

践
し
て
ほ
し
い
。

　
　

質問答弁質問
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質問

質問

質問質問

質問

答弁答弁
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答弁

答弁
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質問
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答弁

答弁
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　（石
澤
経
済
課
長
）
　年
産
水
害

　
　
　も
対
応
の
果
樹
共
済
総
合
型
加

入
者
は
三
十
人
程
度
で
あ
る
。

　
　

　
　
　当
町
の
災
害
時
に
お
け
る
備
蓄

　
　
　は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

　
　
　（鈴
木
総
務
課
長
）
主
に
水
を

　
　
　備
蓄
、
避
難
所
に
は
発
電
機
を

配
置
し
て
い
る
。
ま
た
津
軽
広
域
市
町

村
圏
で
共
同
購
入
で
備
蓄
体
制
を
計
画

し
て
い
る
。
災
害
協
定
で
は
町
は
六
機

関
と
締
結
し
て
い
る
ほ
か
、
県
内
四
十

市
町
村
と
相
互
の
連
携
協
定
も
締
結
し

て
い
る
。

 

小
学
校
の
統
廃
合

　
　
　板
柳
町
立
小
学
校
適
正
規
模
適

　
　
　正
配
置
等
検
討
委
員
会
報
告
が

今
年
３
月
に
町
教
育

委
員
会
に
さ
れ
た
が
、

町
の
考
え
と
そ
の
方

向
性
は
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）

　
　
　今
後
、
町
教

育
委
員
会
か
ら
の
正

式
な
方
針
を
受
け
、

町
は
適
正
規
模
、
適

正
配
置
の
検
討
に
入
る
の
で
、
現
段
階

で
の
方
向
性
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

　第１０回板柳町議会定例会が、 ６月５日から１１日までの日程で開催され、 ９日に行われた 「一般質問」 に、 ３名
の議員が登壇しました。
　一般質問は、 議員の日常活動と町民の声や議員自身の考え方をもとに町長や教育長などの方針を問うものです。
　板柳町議会では、 １人６０分の制限時間があります。 議会だよりは、 スペースの都合上、 質問と答弁が要約して
ありますので、 臨場感ある本会議場での傍聴をお待ちしています。

の
内
の
中
央
ア
ッ
プ
ル
モ
ー
ル
は
災
害

時
の
避
難
路
の
機
能
を
有
す
る
緑
道
と

し
て
整
備
し
、
ウ
オ
ー
ク
の
コ
ー
ス
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
な
り
町
内
外
の

方
々
の
憩
い
の
場
で
あ
る
。
こ
れ
以
外

の
公
園
に
つ
い
て
は
、
今
後
研
究
し
た

い
。　

　
　ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の
入
り
込

　
　
　み
客
数
が
減
少
し
て
い
る
。
子

供
た
ち
を
遊
ば
せ
る
現
在
の
サ
ー
キ
ッ

ト
エ
リ
ア
だ
け
な
ら
魅
力
が
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
本
館
向
か
い
の
リ
ン
ゴ

園
地
を
町
で
購
入
し
て
整
備
を
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）
何
が
良
い
か
様
々

　
　
　検
討
し
た
い
。

 

児
童
虐
待

　
　
　二
〇
一
三
年
度
青
森
県
内
六
児

　
　
　童
相
談
所
で
対
応
し
た
児
童
虐

待
の
件
数
は
八
二
二
件
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。
板
柳
町
の
報
告
件
数
は
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）
町
へ
の
情
報
、
相

　
　
　談
な
ど
、
年
数
件
あ
る
が
、
虐

待
に
至
っ
た
事
例
は
な
い
。

質問質問

答弁

答弁 　
　
　

　
　
　の
意
向
を
聞
い
て
議
会
と
協
議

答弁

町民の　を町政に
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果
の
報
告
は
ま
だ
受
け
て
い
な

　
　
　

い
。
条
例
化
は
国
の
法
律
整
備
を
注
視

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
　
　空
き
家
に
な
る
一
番
の
原
因
は

　
　
　人
口
減
少
と
考
え
る
。
特
に
板

柳
町
で
は
若
い
女
性
の
転
出
が
多
い
と

感
じ
る
が
、
そ
の
数
は
。

　
　
　（櫻
庭
町
民
環
境
課
長
）
二
十
歳

　
　
　か
ら
三
四
歳
ま
で
の
女
性
人
口

は
、
平
成
６
年
３
月
末
で
は
一
四
八
八

人
、
平
成

　年
３
月
末
で
は
一
三
一
五

人
、
平
成

　年
３
月
末
で
は
九
三
八
人

で
あ
る
。

　
　
　板
柳
町
の
若
者
世
代
の
転
出
を

　
　
　抑
制
す
る
に
は
、
魅
力
あ
る
町

づ
く
り
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た

空
き
家
対
策
に
は
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
な

ど
を
講
じ
て
、
そ
し
て
嫁
不
足
、
パ
ー

ト
ナ
ー
探
し
に
は
、
町
部
局
の
中
に
専

門
部
局
を
設
け
専
門
員
を
配
置
す
る
な

ど
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
は
企
業
誘

致
も
今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
行
い
、

若
者
の
働
く
場
を
創
出
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）
企
業
誘
致
は
厳
し

　
　
　い
状
況
の
中
で
町
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
と
連
携
し
た
魅
力
あ
る
農
業

農
村
づ
く
り
で
、
今
ま
で
都
会
で
生
活

し
て
い
た
方
々
を
呼
び
込
む
。
そ
の
た

め
安
価
な
費
用
で
取
得
で
き
る
住
居
も

必
要
と
な
る
の
で
、
空
き
家
の
活
用
も

検
討
し
た
い
。
ま
た
婚
活
事
業
も
大
い

に
進
め
た
い
。

 

特
色
あ
る
公
園

　
　
　時
代
に
即
応
し
た
児
童
公
園
、

　
　
　高
齢
者
や
障
害
者
に
や
さ
し
い

公
園
、
防
災
機
能
を
果
た
せ
る
公
園
な

ど
、
今
ま
で
の
公
園
機
能
で
は
対
応
で

き
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

今
後
の
公
園
整
備
の
考
え
は
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）
町
が
管
理
す
る
公

　
　
　園
は
、
都
市
公
園
七
カ
所
、
都

市
緑
地
二
カ
所
、
農
村
公
園
三
カ
所
、

ア
ッ
プ
ル
プ
ラ
ザ
一
カ
所
で
あ
る
。
そ

　
　

長内 良蔵

三戸 玲子
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一  般  質  問

　
　
　

　
　
　対
し
町
内
居
住
を
お
願
い
し

　
　
　

　
　
　対
し
町
内
居
住
を
お
願
い
し

　
　
　

　
　
　利
活
用
も
含
め
た
総
合
的
な
対

　
　
　

　
　
　利
活
用
も
含
め
た
総
合
的
な
対

　
　
　

　
　
　か
ら
三
四
歳
ま
で
の
女
性
人
口

　
　
　

　
　
　か
ら
三
四
歳
ま
で
の
女
性
人
口

　
　
　

　
　
　

　
　
　い
状
況
の
中
で
町
基
幹
産
業
で

　
　
　い
状
況
の
中
で
町
基
幹
産
業
で

　
　
　

　
　
　

　
　
　い
状
況
の
中
で
町
基
幹
産
業
で

質問答弁

　
　
　将
来
の
板
柳
町
の
小
学
生
の
人

　
　
　数
と
青
森
県
内
の
小
中
一
貫
校

の
取
り
組
み
事
例
は
。

　
　
　（中
谷
教
育
長
）
平
成

　年
度
に

　
　
　は
約
五
七
九
名
と
見
込
ん
で
い

る
。
現
在
三
戸
学
園
の
名
称
で
呼
ん
で

い
る
三
戸
小
学
校
、
三
戸
中
学
校
が
そ

の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
。

　
　
　小
学
校
統
合
後
の
利
用
は
図
書

　
　
　館
や
武
道
館
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）
町
の
状
況
や
町
民

　
　
　の
意
向
を
聞
い
て
議
会
と
協
議

し
た
い
。

 

町
職
員
の
町
内
居
住
率
向
上

　
　
　町
職
員
が
町
内
に
居
住
し
、
町

　
　
　内
会
活
動
等
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
自
治
体
職
務
に
つ
な
が
る
人
脈
形

成
を
な
す
効
果
が
得
ら
れ
る
と
思
う
が
、

新
採
用
者
を
含
め
た
町
職
員
全
体
の
町

内
居
住
者
を
増
や
す
考
え
は
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）
現
在
町
外
在
住
者

　
　
　は
三
八
名
で
、
そ
の
多
く
は
医

師
、
看
護
師
な
ど
の
医
療
職
職
員
で
あ

る
。
日
頃
よ
り
職
員
の
町
内
会
活
動
へ

の
参
加
は
奨
励
し
て
お
り
、
大
い
に
実

践
し
て
ほ
し
い
。

　
　

質問答弁質問

質問

質問

質問

質問質問

質問

答弁答弁

答弁

答弁

答弁

答弁質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

26

26 16

29

18

11

 

　
　
　（石
澤
経
済
課
長
）
　年
産
水
害

　
　
　も
対
応
の
果
樹
共
済
総
合
型
加

入
者
は
三
十
人
程
度
で
あ
る
。

　
　

　
　
　当
町
の
災
害
時
に
お
け
る
備
蓄

　
　
　は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
か
。

　
　
　（鈴
木
総
務
課
長
）
主
に
水
を

　
　
　備
蓄
、
避
難
所
に
は
発
電
機
を

配
置
し
て
い
る
。
ま
た
津
軽
広
域
市
町

村
圏
で
共
同
購
入
で
備
蓄
体
制
を
計
画

し
て
い
る
。
災
害
協
定
で
は
町
は
六
機

関
と
締
結
し
て
い
る
ほ
か
、
県
内
四
十

市
町
村
と
相
互
の
連
携
協
定
も
締
結
し

て
い
る
。

 

小
学
校
の
統
廃
合

　
　
　板
柳
町
立
小
学
校
適
正
規
模
適

　
　
　正
配
置
等
検
討
委
員
会
報
告
が

今
年
３
月
に
町
教
育

委
員
会
に
さ
れ
た
が
、

町
の
考
え
と
そ
の
方

向
性
は
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）

　
　
　今
後
、
町
教

育
委
員
会
か
ら
の
正

式
な
方
針
を
受
け
、

町
は
適
正
規
模
、
適

正
配
置
の
検
討
に
入
る
の
で
、
現
段
階

で
の
方
向
性
は
申
し
上
げ
ら
れ
な
い
。

　第１０回板柳町議会定例会が、 ６月５日から１１日までの日程で開催され、 ９日に行われた 「一般質問」 に、 ３名
の議員が登壇しました。
　一般質問は、 議員の日常活動と町民の声や議員自身の考え方をもとに町長や教育長などの方針を問うものです。
　板柳町議会では、 １人６０分の制限時間があります。 議会だよりは、 スペースの都合上、 質問と答弁が要約して
ありますので、 臨場感ある本会議場での傍聴をお待ちしています。

の
内
の
中
央
ア
ッ
プ
ル
モ
ー
ル
は
災
害

時
の
避
難
路
の
機
能
を
有
す
る
緑
道
と

し
て
整
備
し
、
ウ
オ
ー
ク
の
コ
ー
ス
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
な
り
町
内
外
の

方
々
の
憩
い
の
場
で
あ
る
。
こ
れ
以
外

の
公
園
に
つ
い
て
は
、
今
後
研
究
し
た

い
。　

　
　ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の
入
り
込

　
　
　み
客
数
が
減
少
し
て
い
る
。
子

供
た
ち
を
遊
ば
せ
る
現
在
の
サ
ー
キ
ッ

ト
エ
リ
ア
だ
け
な
ら
魅
力
が
な
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
本
館
向
か
い
の
リ
ン
ゴ

園
地
を
町
で
購
入
し
て
整
備
を
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）
何
が
良
い
か
様
々

　
　
　検
討
し
た
い
。

 

児
童
虐
待

　
　
　二
〇
一
三
年
度
青
森
県
内
六
児

　
　
　童
相
談
所
で
対
応
し
た
児
童
虐

待
の
件
数
は
八
二
二
件
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。
板
柳
町
の
報
告
件
数
は
。

　
　
　（舘
岡
町
長
）
町
へ
の
情
報
、
相

　
　
　談
な
ど
、
年
数
件
あ
る
が
、
虐

待
に
至
っ
た
事
例
は
な
い
。

　
　
　

　
　
　園
は
、
都
市
公
園
七
カ
所
、
都

　
　
　

　
　
　検
討
し
た
い
。

　
　
　検
討
し
た
い
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　検
討
し
た
い
。

　
　
　検
討
し
た
い
。

　
　
　検
討
し
た
い
。

質問質問

答弁

答弁 答弁

町民の　を町政に



　
　
　
（
舘
岡
町
長
）
町
発
展
に
つ
な
が

　
　
　
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
し
た
取
り
組
み
を
今
後
考
え
た
い
。

  

若
者
の
定
住
対
策

　
　
　

　
　
　
板
柳
町
の
将
来
を
担
う
若
者
の

　
　
　
多
く
が
就
職
を
都
会
に
求
め
転

出
し
て
い
る
。
町
の
人
口
減
少
を
防
ぐ

定
住
対
策
と
し
て
官
民
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
と
考

え
る
が
。

　
　
　
（
舘
岡
町
長
）
こ
れ
ま
で
の
雇
用

　
　
　
確
保
の
施
策
を
継
続
し
な
が
ら
、

子
育
て
や
生
活
環
境
の
整
備
、
さ
ら
に

は
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
な
ど
、
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
官
民
連
携
し
て
取
り

組
み
た
い
。

  

知
育
・
徳
育
・
体
育

　
　
　

　
　
　
現
在
、
学
校
内
で
日
常
的
に
行

　
　
　
わ
れ
て
い
る
知
育
・
徳
育
・
体

育
は
。
今
後
、
児
童
生
徒
が
生
き
る
力

を
育
む
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
知
育
・

徳
育
・
体
育
と
は
何
か
。
ま
た
、
私
は

知
育
・
徳
育
・
体
育
の
調
和
の
と
れ
た
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一  般  質  問

  

知
育
・
徳
育
・
体
育

人
間
形
成
に
向
け
て
横
の
つ
な
が
り
を

意
識
し
た
学
校
間
交
流
が
有
効
な
一
つ

と
考
え
る
が
。

　
　
　
（
中
谷
教
育
長
）
学
校
の
教
職

　
　
　
員
は
、
児
童
生
徒
が
学
校
で
過

ご
す
時
間
内
で
の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
朝
歩
い
て
の
登
校
の
励
行
に
始

ま
り
、
帰
宅
し
て
か
ら
の
家
庭
学
習
の

励
行
な
ど
生
活
の
隅
々
ま
で
に
わ
た
っ

て
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
発
達
を
願
い
な
が
ら
指
導
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
児
童
生
徒
に
は
、

人
と
関
わ
る
力
、社
会
と
つ
な
が
る
力
、

自
己
肯
定
感
や
自
己
有
用
感
に
気
づ
く

力
、
高
め
る
力
、
課
題
を
乗
り
越
え
る

力
、
や
り
抜
く
力
、
そ
し
て
多
様
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
が
重
要

に
な
る
。
今
後
学
校
間
交
流
は
大
変
必

要
と
考
え
る
。

　
　
　
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
中
で
も

　
　
　
日
常
的
な
運
動
の
あ
り
方
と
し

て
、
歩
い
て
登
下
校
す
る
こ
と
が
大
切

で
は
。　

　
　
（
中
谷
教
育
長
）
大
切
と
考
え

　
　
　
る
の
で
教
育
委
員
会
で
も
保
護

者
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

質問質問

質問

答弁 答弁

答弁

答弁答弁

町
発
展
に
つ
な
が
る

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

　
　
　

　
　
　
人
生
の
大
き
な
節
目
に
二
十
歳

　
　
　
の
成
人
式
、
第
二
の
人
生
を
祝

う
六
十
歳
の
還
暦
が
あ
る
が
、
例
え
ば

そ
の
中
間
の
四
十
歳
、
人
生
二
回
目
の

成
人
式
を
板
柳
町
で
定
め
、
町
を
離
れ

た
方
々
が
故
郷
板
柳
町
に
帰
っ
て
き
て

交
流
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
、

相
互
に
刺
激
を
受
け
て
町
発
展
に
つ
な

が
る
の
で
は
。

　
　
　
（
舘
岡
町
長
）
故
郷
へ
の
お
も

　
　
　
い
や
人
と
の
つ
な
が
り
が
よ
り

一
層
醸
成
さ
れ
る
よ
う
、
節
目
に
故
郷

板
柳
に
回
帰
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を

考
え
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
よ
り

　
　
　
親
交
を
深
め
、
し
い
て
は
町
発

展
に
良
い
影
響
を
与
え
る
の
で
は
。

齊藤 直飛人

　
　
　

　
　
　

質問質問 答弁

  

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
　
　

　
　
　
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

　
　
　
ク
を
控
え
、
ス
ポ
ー
ツ
普
及
の

機
運
を
さ
ら
に
高
め
る
良
い
機
会
で
あ

る
。
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
考
え

は
。

　
　
　
（
舘
岡
町
長
）
町
体
育
協
会
や

　
　
　
り
ん
ご
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
を

図
り
、
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
盛

り
上
げ
な
が
ら
有
望
選
手
を
輩
出
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

質問

※開催時間はいずれも午前１０時です。

次の定例会は９月です。
＜議会日程のお知らせ（予定）＞

議会を傍聴しませんか

月　日

9月 5日(金) 本会議 一般質問

9月 8日(月) 常任委員会 総務産業厚生・福祉建設文教

9月 9日(火) 特別委員会 決算特別委員会

9月10日(水) 特別委員会 決算特別委員会

9月11日(木) 本会議 委員長報告、質疑・討論・採決

内　　　　容

9月 1日(月) 本会議
委員会報告、提案理由の説明・報告、

監査報告、決算特別委員会の設置

一目でわかる審議結果
第１０回定例会６月提出議案

議会の動き（４月～６月）
開催日 会　議　等　名 出席議員

４月　７日  町例月検査（監査）  安田(久)議員
４月１５日  都市計画審議会（辞令交付・組織会）  議員
４月１６日  議会運営委員会（５・６月会議等）  北畠委員長、委員
〃  議員全員協議会（町諸案件等）  安田議長、議員
〃  議会基本条例制定調査特別委員会  成田委員長、委員
〃  町議会だより編集特別委員会  葛西委員長、委員

４月２１日  国民健康保険運営協議会（辞令交付・組織会）  議員
４月２４日  町議会だより編集特別委員会  葛西委員長、委員

５月　７日  町例月検査（監査）  安田(久)議員
〃  議員全員協議会（町諸案件等）  安田議長、議員

５月２６日  議員全員協議会及び議案説明会（町諸案件等）  安田議長、議員
〃  議会基本条例制定調査特別委員会  成田委員長、委員

５月２７～２８日  全国議長・副議長研修会  安田議長、成田副議長
５月２８日  福祉建設文教常任委員会（管内小中学校訪問）  佐藤委員長、委員
５月３０日  議会運営委員会（定例会案件）  北畠委員長、委員

６月　５日  本会議（定例会日程、町長の提案理由等）  安田議長、議員
〃  議会基本条例制定調査特別委員会  成田委員長、委員
〃  町議会だより編集特別委員会  葛西委員長、委員

６月　６日  町例月検査（監査）  安田(久)議員
６月　９日  本会議（一般質問・３人）  安田議長、議員
６月１０日  総務産業厚生常任委員会（所管事務調査）  長内委員長、委員
〃  福祉建設文教常任委員会（所管事務調査）  佐藤委員長、委員

６月１１日  本会議（諸般の報告、採決、閉会）  安田議長、議員
〃  議会基本条例制定調査特別委員会  成田委員長、委員

６月１６日  議員全員協議会  安田議長、議員
６月１９日  監査（百沢山林及び分収造林の現地確認）  安田(久)議員
６月２７日  県町村議会議長会臨時総会  安田議長

　　【６月】

　　【４月】

　　【５月】

 議　　　　　　案　 結　果
   専決処分の承認  （承認第１号～第６号） 全員承認

   板柳町固定資産評価審査委員会委員の選任（奈良喜久郎氏・葛西俊一氏） 全員可決

   板柳町いじめ防止対策委員会設置条例の制定 全員可決

   板柳町手数料徴収条例の一部改正 全員可決

   板柳町一般会計補正予算（第２号） 全員可決

   国民健康保険板柳中央病院事業会計補正予算（第１号） 全員可決

 【報告】平成２５年度板柳町一般会計繰越明許費繰越計算書
 【板柳町農業委員会委員の推薦】北畠弘美氏・舘岡精一氏・田中達男氏３名を推薦



　
　
　
（
舘
岡
町
長
）
町
発
展
に
つ
な
が

　
　
　
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大

事
に
し
た
取
り
組
み
を
今
後
考
え
た
い
。

  

若
者
の
定
住
対
策

　
　
　

　
　
　
板
柳
町
の
将
来
を
担
う
若
者
の

　
　
　
多
く
が
就
職
を
都
会
に
求
め
転

出
し
て
い
る
。
町
の
人
口
減
少
を
防
ぐ

定
住
対
策
と
し
て
官
民
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
が
今
ま
で
以
上
に
必
要
と
考

え
る
が
。

　
　
　
（
舘
岡
町
長
）
こ
れ
ま
で
の
雇
用

　
　
　
確
保
の
施
策
を
継
続
し
な
が
ら
、

子
育
て
や
生
活
環
境
の
整
備
、
さ
ら
に

は
未
来
を
担
う
人
づ
く
り
な
ど
、
よ
り

一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
官
民
連
携
し
て
取
り

組
み
た
い
。

  

知
育
・
徳
育
・
体
育

　
　
　

　
　
　
現
在
、
学
校
内
で
日
常
的
に
行

　
　
　
わ
れ
て
い
る
知
育
・
徳
育
・
体

育
は
。
今
後
、
児
童
生
徒
が
生
き
る
力

を
育
む
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
知
育
・

徳
育
・
体
育
と
は
何
か
。
ま
た
、
私
は

知
育
・
徳
育
・
体
育
の
調
和
の
と
れ
た
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一  般  質  問

人
間
形
成
に
向
け
て
横
の
つ
な
が
り
を

意
識
し
た
学
校
間
交
流
が
有
効
な
一
つ

と
考
え
る
が
。

　
　
　
（
中
谷
教
育
長
）
学
校
の
教
職

　
　
　
員
は
、
児
童
生
徒
が
学
校
で
過

ご
す
時
間
内
で
の
指
導
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
朝
歩
い
て
の
登
校
の
励
行
に
始

ま
り
、
帰
宅
し
て
か
ら
の
家
庭
学
習
の

励
行
な
ど
生
活
の
隅
々
ま
で
に
わ
た
っ

て
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
発
達
を
願
い
な
が
ら
指
導
し
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
の
児
童
生
徒
に
は
、

人
と
関
わ
る
力
、社
会
と
つ
な
が
る
力
、

自
己
肯
定
感
や
自
己
有
用
感
に
気
づ
く

力
、
高
め
る
力
、
課
題
を
乗
り
越
え
る

力
、
や
り
抜
く
力
、
そ
し
て
多
様
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
が
重
要

に
な
る
。
今
後
学
校
間
交
流
は
大
変
必

要
と
考
え
る
。

　
　
　
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
中
で
も

　
　
　
日
常
的
な
運
動
の
あ
り
方
と
し

て
、
歩
い
て
登
下
校
す
る
こ
と
が
大
切

で
は
。　

　
　
（
中
谷
教
育
長
）
大
切
と
考
え

　
　
　
る
の
で
教
育
委
員
会
で
も
保
護

者
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

質問質問

質問

答弁 答弁

答弁

答弁答弁

町
発
展
に
つ
な
が
る

　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
み

　
　
　

　
　
　
人
生
の
大
き
な
節
目
に
二
十
歳

　
　
　
の
成
人
式
、
第
二
の
人
生
を
祝

う
六
十
歳
の
還
暦
が
あ
る
が
、
例
え
ば

そ
の
中
間
の
四
十
歳
、
人
生
二
回
目
の

成
人
式
を
板
柳
町
で
定
め
、
町
を
離
れ

た
方
々
が
故
郷
板
柳
町
に
帰
っ
て
き
て

交
流
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
、

相
互
に
刺
激
を
受
け
て
町
発
展
に
つ
な

が
る
の
で
は
。

　
　
　
（
舘
岡
町
長
）
故
郷
へ
の
お
も

　
　
　
い
や
人
と
の
つ
な
が
り
が
よ
り

一
層
醸
成
さ
れ
る
よ
う
、
節
目
に
故
郷

板
柳
に
回
帰
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を

考
え
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
よ
り

　
　
　
親
交
を
深
め
、
し
い
て
は
町
発

展
に
良
い
影
響
を
与
え
る
の
で
は
。

齊藤 直飛人

質問質問 答弁

  

ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
　
　

　
　
　
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

　
　
　
ク
を
控
え
、
ス
ポ
ー
ツ
普
及
の

機
運
を
さ
ら
に
高
め
る
良
い
機
会
で
あ

る
。
町
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
考
え

は
。

　
　
　
（
舘
岡
町
長
）
町
体
育
協
会
や

　
　
　
り
ん
ご
の
里
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

な
ど
の
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
を

図
り
、
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
盛

り
上
げ
な
が
ら
有
望
選
手
を
輩
出
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

質問

※開催時間はいずれも午前１０時です。

次の定例会は９月です。
＜議会日程のお知らせ（予定）＞

議会を傍聴しませんか

月　日

9月 5日(金) 本会議 一般質問

9月 8日(月) 常任委員会 総務産業厚生・福祉建設文教

9月 9日(火) 特別委員会 決算特別委員会

9月10日(水) 特別委員会 決算特別委員会

9月11日(木) 本会議 委員長報告、質疑・討論・採決

内　　　　容

9月 1日(月) 本会議
委員会報告、提案理由の説明・報告、

監査報告、決算特別委員会の設置

一目でわかる審議結果
第１０回定例会６月提出議案

議会の動き（４月～６月）
開催日 会　議　等　名 出席議員

４月　７日  町例月検査（監査）  安田(久)議員
４月１５日  都市計画審議会（辞令交付・組織会）  議員
４月１６日  議会運営委員会（５・６月会議等）  北畠委員長、委員
〃  議員全員協議会（町諸案件等）  安田議長、議員
〃  議会基本条例制定調査特別委員会  成田委員長、委員
〃  町議会だより編集特別委員会  葛西委員長、委員

４月２１日  国民健康保険運営協議会（辞令交付・組織会）  議員
４月２４日  町議会だより編集特別委員会  葛西委員長、委員

５月　７日  町例月検査（監査）  安田(久)議員
〃  議員全員協議会（町諸案件等）  安田議長、議員

５月２６日  議員全員協議会及び議案説明会（町諸案件等）  安田議長、議員
〃  議会基本条例制定調査特別委員会  成田委員長、委員

５月２７～２８日  全国議長・副議長研修会  安田議長、成田副議長
５月２８日  福祉建設文教常任委員会（管内小中学校訪問）  佐藤委員長、委員
５月３０日  議会運営委員会（定例会案件）  北畠委員長、委員

６月　５日  本会議（定例会日程、町長の提案理由等）  安田議長、議員
〃  議会基本条例制定調査特別委員会  成田委員長、委員
〃  町議会だより編集特別委員会  葛西委員長、委員

６月　６日  町例月検査（監査）  安田(久)議員
６月　９日  本会議（一般質問・３人）  安田議長、議員
６月１０日  総務産業厚生常任委員会（所管事務調査）  長内委員長、委員
〃  福祉建設文教常任委員会（所管事務調査）  佐藤委員長、委員

６月１１日  本会議（諸般の報告、採決、閉会）  安田議長、議員
〃  議会基本条例制定調査特別委員会  成田委員長、委員

６月１６日  議員全員協議会  安田議長、議員
６月１９日  監査（百沢山林及び分収造林の現地確認）  安田(久)議員
６月２７日  県町村議会議長会臨時総会  安田議長

　　【６月】

　　【４月】

　　【５月】

 議　　　　　　案　 結　果
   専決処分の承認  （承認第１号～第６号） 全員承認

   板柳町固定資産評価審査委員会委員の選任（奈良喜久郎氏・葛西俊一氏） 全員可決

   板柳町いじめ防止対策委員会設置条例の制定 全員可決

   板柳町手数料徴収条例の一部改正 全員可決

   板柳町一般会計補正予算（第２号） 全員可決

   国民健康保険板柳中央病院事業会計補正予算（第１号） 全員可決

 【報告】平成２５年度板柳町一般会計繰越明許費繰越計算書
 【板柳町農業委員会委員の推薦】北畠弘美氏・舘岡精一氏・田中達男氏３名を推薦
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宮城県蔵王町
山形県山辺町

議
会
基
本
条
例
制
定
調
査
特
別
委
員
会

福
祉
建
設
文
教
常
任
委
員
会

全
国
町
村
議
会

　

 

議
長
・
副
議
長
研
修
会

県
下
町
村
議
会

　
　
　
　
議
員
研
修
会

研修・視察
リポート

宮
城
県
蔵
王
町
・
山
形
県
山
辺
町

学
校
訪
問

27

28

39

　
　
　
　
　（委
員
長

　成田

　肇）

　
　（委
員
長

　佐藤

　洋治
）

11

授
業
の
様
子
や
学
校
施
設

の
状
況
を
拝
見
し
ま
し
た
。

最
後
の
訪
問
先
の
小
阿
弥

小
学
校
で
は
、蝦
名
校
長
先

生
と
一
緒
に
給
食
を
試
食
し

ま
し
た
。

　児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
元

気
な
あ
い
さ
つ
あ
り
が
と

う
。給
食（
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
め

ん
）大
変
お
い
し
か
っ
た
で

す
。　板

柳
町
の
将
来
を
に
な

う
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん
、

学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
実
施
日

　平
成
　年
５
月
　日（
水
）

●
訪
問
し
た
議
員

　佐
藤
洋
治
、今
浩
一
、舘
岡

　精
一
、田
中
達
男
、葛
西
清

　人
、齊
藤
直
飛
人

　常
任
委
員
六
名
と
中
谷
教

育
長
、阿
部
学
務
課
長
、小
松

原
議
会
事
務
局
長
の
九
名
で

常
任
管
内
小
中
学
校
を
訪
問

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

■
板
柳
北
小
学
校

  

　午
前
８
時
　分
〜

  

■
板
柳
南
小
学
校

  

　午
前
９
時
５
分
〜

  

■
板
柳
中
学
校

  

　午
前
　時
〜

  

■
板
柳
東
小
学
校

  

　午
前
　時
　分
〜

  

■
小
阿
弥
小
学
校

  

　午
前
　時
　分
〜

　そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
、 

分

間
ず
つ
滞
在
し
て
、校
長
先

生
か
ら
は
学
校
経
営
に
つ
い

て
、教
頭
先
生
か
ら
は
、学
校

の
教
育
内
容
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
う
け
ま
し
た
。さ
ら

に
は
、児
童
生
徒
さ
ん
方
の

　

26

　５
月

　日
、
　日
の
２
日
間
、東
京

メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
、第

　回
全
国
町
村
議
会
議
長
・

副
議
長
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。初

日
は
江
藤
俊
昭
氏（
山
梨
学
院
大
学
法

学
部
教
授
）の
基
調
講
演「
住
民
と
歩

む
地
方
議
会
」や「
こ
れ
か
ら
の
町
村

議
会
の
あ
り
方
」と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、二
日
目
は
結
城
登
美
雄
氏（
民

俗
研
究
家
）、後
藤
謙
次
氏（
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）の
講
義
を
受
け
、大
変
有
意

義
な
研
修
で
あ
り
ま
し
た
。

　
　（安
田
弘
議
長・成
田
肇
副
議
長
）

　７
月
　日
、青
森
市
民
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、開
催
さ
れ
た
県
下
町
村
議

会
議
員
研
修
会
に
、議
員
七
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　「道
州
制
」の
研
修
会
に
参
加
し
、

「
都
・
府
・
県
」並
び
に「
市
・
町
・
村
」

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
よ
り
、賛
否
が

分
か
れ
る
こ
の
問
題
、町
議
員
の
一

人
と
し
て
、「
我
が
町
に
と
っ
て
良

き
方
向
」を
考
え
る
上
で
、貴
重
な

研
修
会
で
あ
り
ま
し
た
。  
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　二
元
代
表
制
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
る
町
政
に
あ
っ
て
、最
高
議

決
機
関
と
し
て
の「
議
会
の
姿

が
見
え
な
い
」と
い
う
町
民
の

声
を
受
け
、議
会
報
告
会
な
ど

議
会
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　両
議
会
の
議
会
基
本
条
例
は

議
員
と
し
て
当
然
の
義
務
の
よ

う
な
条
例
で
は
あ
る
が
、あ
え

て
明
文
化
し
て
お
り
ま
す
。

　今
後
、当
町
議
会
で
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
し
た
ら
よ
い

の
か
、検
討
課
題
が
た
く
さ
ん

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
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戸
町
・
小
中
一
貫
教
育
）

　ま
ず
は
、議
員
定
数

　名
の

蔵
王
町
議
会
で
す
。平
成

　年

２
月
に
、宮
城
県
内
三
番
目
と

な
る
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し

て
い
ま
す
。一
般
質
問
で
は
一
問

一
答
方
式
を
導
入
す
る
な
ど
議

会
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。さ

ら
に
、住
民
参
加
の
議
会
、議
会

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、委
員

会
等
の
原
則
公
開
や
議
会
報
告

会
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

　次
に
、議
員
定
数

　名
の
山

辺
町
議
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で
す
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に
議
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本
条
例
を
制
定
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て
い
ま
す
。 

15
22

12
25

28
10

1010

5550

11

45
●
研
修
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期
間
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成
　年
７
月
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火
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７
月
３
日（
木
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修
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的
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条
例
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改
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城
県
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形
県
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員
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子
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中
達
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清
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内
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一
、齊
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　直
飛
人
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　名
）
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会
基
本
条
例
と
は
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会

の
憲
法
の
よ
う
な
も
の
で
、公
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・
公
正
・
透
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な
議
会
運
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や

開
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れ
た
議
会
づ
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り
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推
進

し
、議
会
の
役
割
を
明
ら
か
に

し
、町
民
の
負
託
に
こ
た
え
て

い
く
も
の
で
す
。

　近
年
、議
会
改
革
の
取
り
組

み
や
、議
会
基
本
条
例
を
制
定

す
る
地
方
議
会
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。当
町
議
会
で
も
議
会

基
本
条
例
制
定
に
む
け
て
今
年

３
月
に
特
別
委
員
会
を
設
置
し

ま
し
た
。４
月
か
ら
月
一
回
の
ペ

ー
ス
で
会
議
を
す
す
め
、こ
の

た
び
東
北
地
方
の
先
進
地
を
二

箇
所
研
修
視
察
し
ま
し
た
。

●
研
修
日

　平
成
　年
７
月
　日（
水
）

●
参
加
議
員

　安
田
弘
、成
田
肇
、安
田
久

　五
郎
、三
戸
玲
子
、佐
藤
洋

　治
、田
中
達
男
、葛
西
清
人
、

　長
内
良
蔵
、今
浩
一

　議
員
九
名
と
中
谷
教
育
長
、

阿
部
学
務
課
長
、議
会
事
務
局

小
枝
主
任
主
査
の
十
二
名
で

県
内
で
唯
一
小
中
一
貫
教
育
を

実
施
し
て
い
る
三
戸
町
へ
、視

察
研
修
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
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　（議
員

　今

　浩一
）

　我
が
町
同
様
、学
校
が
老

朽
化
し
耐
震
性
も
悪
く
、一

日
も
早
く
建
設
が
望
ま
れ

る
状
況
で
、議
員
全
員
が
建

設
に
賛
成
し
、国
の
基
準
よ

り
町
予
算
を
多
く
投
入
し

た
そ
う
で
す
。改
修
・
新
築

さ
れ
た
建
物
は
立
派
で
広

々
と
し
た
廊
下
が
印
象
的

で
し
た
。こ
の
環
境
の
中
で

は
町
の
宝
で
あ
る
児
童
・
生

徒
が
立
派
に
育
つ
こ
と
間
違

い
な
し
と
思
い
、帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。
　

小阿弥小学校にて給食

小中一貫三戸学園校舎を視察

小阿弥小学校にて給食

成田副議長　　　安田議長

小中一貫三戸学園校舎を視察 講師：東京大学名誉教授 大森彌氏

　
　（議
員

　三戸

　玲子
）
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岡
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受
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安

　
田

　

     

弘

　

※

第
３
号
発
行
予
定
は 

　月 

　日

　頃
で
す
。

　議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
・
ご
感

　想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

    弘前地区環境整備
                      事務組合議会
　　　  　（議員　成田　肇）

　弘前地区消防
                      事務組合議会
　　　 （議会運営委員　今　浩一）

津軽広域連合議会
（議会運営委員　長内　良蔵）

　議
会
だ
よ
り
の
編
集
校
正
を
繰

り
返
す
中
で
、
今
日
も
一
日
、
楽

し
く
無
事
に
過
ご
せ
た
事
に
感
謝

の
気
持
ち
が
湧
い
て
来
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　人
生
経
験
を
重
ね
る
に
つ
れ
、

昨
今
、
反
省
す
る
事
も
多
く
な
り

心
の
角
が
と
れ
、
丸
み
が
付
い
て

来
た
の
か
と
苦
笑
い
す
る
体
育
会

系
の
私
。

　硬
く
真
面
目
な
中
に
も
、
ユ
ー

モ
ア
を
と
り
入
れ
た
表
現
で
、
で

き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
町
民
に

お
届
け
で
き
る
事
は
至
福
の
極
み

と
感
じ
ま
す
。

　この組合は、弘前市・平川市・大鰐
町・藤崎町・板柳町・西目屋村の６市
町村で組織し、共同
処理する事務は、し
尿処理施設、ごみ処
理施設の設置及び管
理の事務です。

　この広域連合は、弘前市・黒石市・
平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田
舎館村・西目屋村の
８市町村で組織し、
介護認定及び障害支
援区分判定審査・各
ソフト事業など様々
な事務事業を行いま
す。

　この組合は、弘前市・黒石市・平川
市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎館
村・西目屋村の８市
町村で組織し、共同
処理する事務は、消
防に関する事務など
(消防団に関する事
務を除く。)です。
　

     西北五広域福祉
                       事務組合議会
　　　 　（副議長　三戸　玲子）

委員長　葛西清人

　、

　以上、広域議会の議員として、他市町村議員と共に議会活動を行っています。

板柳町議会    検 索

　この組合は、五所川原市・つがる市
・深浦町・鰺ヶ沢町・中泊町・鶴田町
・板柳町の７市町で
組織し、共同処理す
る事務は、障害児入
所施設の設置及び管
理運営に関する事務
などです。


